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はじめに

舞踊の演技者は, 日常の稽古から舞台上演に至

る作品稽古まで, 日夜演技の再現とい う創造的行

為を繰 り返 している。演技者のこの一連の創造的

行為は, 単に創作者によって与えられる演技を再

現することに留まらず, 演技することを通 じて演

技者の周辺に演技の創造に向か う行為を生み出す

創造的な空間を作 り上げているのではないか。そ

こで本研究では, 演技者がその創造的行為によっ

て作 り出すものを1)形 模倣の行動, 2)演技者の芸

術的自覚, 3)創作者との美的価値の共有の3つ の

視点で検討を進め, 演技習得の過程で演技者が創

り出すものについて一考察を試みた。

1. 舞踊作品における演技者について

舞踊は, 観客とのコミュニケ-シ ョンの媒体 と

して, 創作者の作品として顕在化する潜在的可能

性をもった作品を鑑賞の対象とする演技者の存在

が必要不可欠である。さらに, その作品創作過程

で演技者 ・創作者を含めた多 くの芸術家の有機的

な協同関係が結ばれる総合芸術である。作品創作

過程で中核となる創作者 ・演技者の協同関係は, 

互いの専門的立場から作品創作に関与する特異な

関係である。T. パ-ソ ンズは"社 会体系論"の

中で作品創作に見られるこの関係を, 創造的芸術

家 ・演技者から働きかける専門的役割であると記

述 している(注1)。 さらに恩田彰は, "創造性理

論"に おいて, この二者に見られる専門的役割関

係と演技者の演技を通 じての創造の可能性につい

て明らかにしている。このように作品創作過程で

の演技者は, 創作者との協同関係, すなわち専門

的役割から作品創作に関与 しつつ, 創作者の提示

する演技に自らの創造を加えて, 舞台上での演技

として再創造 していく役割を担っていると考えら

れる。 この演技者の作品に対する一連の働きかけ

を創造的行為 とし, この行為は創作者と, 作品と

いう形を通 して美的価値観の共有へと向けられる

ものと考えられる。

2. 演技者の創造的行為を考える視点

演技者の身体を作品創作の素材として, 関連す

る諸芸術家がその専門的立場から互いに働きかけ

作品を作 り上げていく人間の活動は, 舞踊にのみ

限られた現象ではなく, 演劇 ・音楽にも認められ

るものである。 この諸芸術家の働きかけは, 互い

の専門性を保持 した形で行われるとい うことは明

らかで, 創作者 と演技者の間にもその作品創作の

イニシアチブは創作者に委ね られている。つ ま

り, 作品創作での演技者は, 創作者が事前に作 り

上げた作品の全体像, すなわち創作者によって創

り出された演技者としての自己像に近づいてゆこ

うとするものである。演技する人間のこうした事

前に作 り上げられた行動を模倣する行為について

山崎正和は, "演技する精神"の 中で, 不完全な

現実の行動を完結させようとする行動として, そ

の過程で演技する人間は, 「現実には無我夢中で

たどった行動過程を今度は一挙手一投足のしぐさ

で確認 しながら反復 している。」(注2)も のだと

いう。 こうした演技者の行動, 形模倣行動は, 与

えられた演技をその繰 り返 しの中で, 舞台上の演

技 として作 り上げる再創造の過程であ り, 先に述
べた演技者の創造を考慮に入れれば, 創作者の作

りだした自己像 ・その演技を自らの新しい行動の

プロセスとして受け止め, 演技の, ひいては自己

像の新 しい芸術的イメ-ジ を再創造しようとする

ものであると考えられる。作品創作の間, 継続さ

れるこの演技者の行動は, 演技者自らの内に演技

する自己と自己自身のずれを認識 し, この重なる
ことのない2つ の局面を心理的 ・身体的連続性と

完結性のなかで統合 しようとする意識作用を作 り

上げる。すなわち演技のさまざまな状況に適応す

る中で, 創作者との美的価値観の共有とずれ, 創

作者が描いた自己像と演技者の描いた自己像との
バランスを生み出す演技者としての行動のプロセ

スを作 り上げてゆ く。(芸術的自覚)

これまで, 演技する人間の演技習得の過程での

その一連の行動, その行動が演技者の うちに作 り

だしているものについて検討を進めてきたが, こ

こで演技者の創造的行為を以下の図のようにモデ

ルとして想定 した。

演技する人間の創造的行為を考える視点

創作者

作品の演技は形として, 創作者に よって作 り上げ られ る。

という意味において演技者は, 創作者側に演技する主体 としての

自己を もった存在 として演技者自身 との間に空間があ り, この空

間の中では演技者は演技を習得するは じめの段階から眼前に描か

れ る自己像を獲得するために創作者の方向へ動いてい こうとする

力が働いている。
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3. 演技(技)習 得の過程で演技者の創造する

もの

これまで演技者の創造的行為をどのように考え

てゆけばよいかについて検討を進めてきた。演技

者の創造的行為は, 創作者との間で多様に変化す

るものである。ここで想定したモデルがこうした

現象の全てに適応できるものであるかは, 今後事

例的研究を積み重ねていかなければならない本研

究では, 舞踊の演技者にこのモデルを適応し, こ
こでは二つの事例にそって検討を行った。

1)ク ラシヅクバ レエの演技習得の過程につい

て

クラシックバ レエの演技習得の過程は, ダンス

クラシックの技法を習得することから始まる。こ

の体系化された技法は, バ レエ作品での具体的演

技が, 演技者に習得し易いかたちに整理され, 歴

史上のクラシヅク舞踊家の美的価値観によって現

在の形に洗練されていったものである。かつて演

技者であ り, バ レエ教師であるアレクサン ドラ ・

ダニロワの回想録の中にみられる演技者としての

自らの経験を交えた演技者 の創造的行為の記述

を, 先に記述した3つ の視点にそって分類 しその

記述を以下のように抽出した。

(1)演技者は, 作品の中での具体的振付け, その

動きとリズムとの相互関係を, レッスンの中で提

示される動きとヴァリェーションを学ぶことから

習得する。(2)創作者から与えられる作品の中での

役柄についての取 り組み方。演技者の・演技に取 り

組む態度の側面に関する記述。(3)作品という形で

与えられる創作者の美的価値観を作品という直接

的形ではないが, レヅスンでの技術習得 という形

で習得する。以上に加えて, ステ-ジ ・実生活で

の演技者としての姿勢に関する記述が多 くみられ

る。

2)モ ダンダンスの演技習得の過程について

モダンダンスの演技習得の過程で取 り上げるの

はマース ・カニ ングハ ムとジャク リーヌ ・レッ

シャープがレッスンについて語った文献中にみら

れる演技者の創造的行為に関する記述である。

(1)創作者が作品の中で提示するであろう動き ・

リズムの相互関係をレヅスンでの動き ・リズムを

通 じて習得 し, さらに演技者が, レッスンの過程

で自らの動きの特性を把握するであろうこと。(2)

演技の本質 ・演技を通 して演技者が作 りだ してい

るもの一演技者同士の協同関係等一及び演技者の

演技への取 り組み方に関する記述。(3)カニングハ
ムのレッスンに対する考え方。彼が レッスンで与

える動きは, 作品のテーマとなるほど作品の振付

けと密接な関わ りをもち, 舞踊家としてのカニン

グハムの美的価値を強 く反映 していることが推察

される記述。

以上の二つの事例にそって演技者の創造的行為

とその行為を通 じて創 り出すものについて検討を

進めてきた。 これまでの検討の結果は以下のよう

にまとめられる。

演技者は, 演技(技)習 得の過程で創作者が創

り出す動 き ・リズムを習得 し, 演技の再創造に必

要な演技への取 り組み方(芸 術的自覚)つ まり演

技者としての演技の再創造に向けての行動のプロ
セスを獲得するのである。また, この演技習得の

過程で, 演技者に与えられる動きは, 作品での振

付けと密接な関係をもち, 創作者の美的価値観を

強 く反映しているものであるため, 動きを通して

も創作者の美的価値観を共有 しているものと考え

られる。

まとめ

舞踊の演技者が創造するものについて, 作品創

作過程での創作者 との関係から, その創造的行為

によって創 り出されるものについて検討を進めて

きたが, 今後, さまざまの舞踊の演技者の創造的

行為及び演技者の創 り出すものについて検討して

ゆ くことが課題 として残った。

なお, 抄録中の引用は下記の通 りである。

注1)パ ーソンズ, T. (佐藤勉訳): 社会体系論, 青木
書店, 1974, p. 403
注2)山 崎正和: 演技する精神, 中央公論社, 1983, 
p. 72
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